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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ディスプレイによる表示を多様化して利便性の
向上した携帯電子機器、制御方法及び制御プログラムを
提供する。
【解決手段】第１ディスプレイ２Ａは、文字、画像、記
号、及び図形等のオブジェクトを画面内に表示する。第
２ディスプレイ２Ｂは、電圧を印加して液晶分子の配列
方向を変化させることにより、入射される光を透過させ
る透過状態と、入射される光を反射する反射状態とを切
り換えることができる。第２ディスプレイ２Ｂは、透過
状態と反射状態とを適宜切り換えることにより、所定の
画像表示を実行できる。第２ディスプレイ２Ｂは、バッ
クライトのような光源を利用せず、周囲の光を反射させ
る構成を有する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１ディスプレイと、
　少なくとも、前記第１ディスプレイに重ならない位置に設けられる操作部と、
　少なくとも、前記操作部に重なる表示領域を有し、入射される光を透過させる透過状態
と入射される光を反射する反射状態とを切り換え可能な第２ディスプレイと
　を備える携帯電子機器。
【請求項２】
　前記第１ディスプレイが表示状態である場合、前記第２ディスプレイにおいて前記操作
部に重なる表示領域に第１画像を表示させ、
　前記第１ディスプレイが非表示状態である場合、前記第２ディスプレイにおいて前記操
作部に重なる表示領域に第２画像を表示させる、コントローラをさらに備える請求項１に
記載の携帯電子機器。
【請求項３】
　前記第１画像は、前記操作部に関する情報を含む請求項２に記載の携帯電子機器。
【請求項４】
　前記第１ディスプレイが非表示状態である場合、前記第２ディスプレイにおいて前記操
作部に重なる表示領域に所定の画像を表示させ、
　前記第１ディスプレイが表示状態である場合、前記第２ディスプレイを透過状態に切り
換える、コントローラをさらに備える請求項１に記載の携帯電子機器。
【請求項５】
　第１ディスプレイと、
　少なくとも、前記第１ディスプレイに重ならない位置に設けられる操作部と、
　少なくとも、前記操作部に重なる表示領域を有し、入射される光を透過させる透過状態
と入射される光を反射する反射状態とを切り換え可能な第２ディスプレイと
　を備える携帯電子機器に実行させる制御方法であって、
　前記第１ディスプレイが表示状態である場合、前記第２ディスプレイに第１画像を表示
させるステップと、
　前記第１ディスプレイが非表示状態である場合、前記第２ディスプレイに第２画像を表
示させるステップと
　を含む制御方法。
【請求項６】
　第１ディスプレイと、
　少なくとも、前記第１ディスプレイに重ならない位置に設けられる操作部と、
　少なくとも、前記操作部に重なる表示領域を有し、入射される光を透過させる透過状態
と入射される光を反射する反射状態とを切り換え可能な第２ディスプレイと
　を備える携帯電子機器に、
　前記第１ディスプレイが表示状態である場合、前記第２ディスプレイに第１画像を表示
させるステップと、
　前記第１ディスプレイが非表示状態である場合、前記第２ディスプレイに第２画像を表
示させるステップと
　を実行させる制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、携帯電子機器、制御方法及び制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、携帯電話およびスマートフォンなどに搭載される液晶ディスプレイは、バックラ
イトなどの光源を使用することにより視認可能な画像の表示を実現する（例えば、特許文
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献１等参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開第２０１４／１７５４５５号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記携帯電話及びスマートフォンにおいて、ディスプレイによる表示を多様化すれば、
利便性の向上が期待できる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　１つの態様に係る携帯電子機器は、第１ディスプレイと、少なくとも、前記第１ディス
プレイに重ならない位置に設けられる操作部と、少なくとも、前記操作部に重なる表示領
域を有し、入射される光を透過させる透過状態と入射される光を反射する反射状態とを切
り換え可能な第２ディスプレイとを備える。
【０００６】
　１つの態様に係る制御方法は、第１ディスプレイと、少なくとも、前記第１ディスプレ
イに重ならない位置に設けられる操作部と、少なくとも、前記操作部に重なる表示領域を
有し、入射される光を透過させる透過状態と入射される光を反射する反射状態とを切り換
え可能な第２ディスプレイとを備える携帯電子機器に実行させる制御方法である。当該制
御方法は、前記第１ディスプレイが表示状態である場合、前記第２ディスプレイに第１画
像を表示させるステップと、前記第１ディスプレイが非表示状態である場合、前記第２デ
ィスプレイに第２画像を表示させるステップとを含む。
【０００７】
　１つの態様に係る制御プログラムは、第１ディスプレイと、少なくとも、前記第１ディ
スプレイに重ならない位置に設けられる操作部と、少なくとも、前記操作部に重なる表示
領域を有し、入射される光を透過させる透過状態と入射される光を反射する反射状態とを
切り換え可能な第２ディスプレイとを備える携帯電子機器に次の各ステップを実行させる
。上記制御プログラムは、前記第１ディスプレイが表示状態である場合、前記第２ディス
プレイに第１画像を表示させるステップと、前記第１ディスプレイが非表示状態である場
合、前記第２ディスプレイに第２画像を表示させるステップとを実行させる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、実施形態１に係るスマートフォンの正面図の一例である。
【図２】図２は、実施形態１に係る図１のＩ－Ｉ線における断面を模式的に示す図である
。
【図３】図３は、実施形態１に係るスマートフォンの機能構成の一例を示すブロック図で
ある。
【図４】図４は、実施形態１に係る第２ディスプレイの表示原理の一例を示す模式図であ
る。
【図５】図５は、実施形態１に係る表示制御テーブルの一例を示す図である。
【図６】図６は、実施形態１に係る第１画像構成データの一例を示す図である。
【図７】図７は、実施形態１に係る第２画像構成データの一例を示す図である。
【図８】図８は、実施形態１に係るスマートフォンによる表示方法の一例を示す図である
。
【図９】図９は、実施形態１に係るスマートフォンによる表示方法の一例を示す図である
。
【図１０】図１０は、実施形態１に係るスマートフォンにより実行される処理の一例を示
すフローチャートである。
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【図１１】図１１は、実施形態２に係るスマートフォンの正面図の一例である。
【図１２】図１２は、実施形態２に係る図１１のII－II線における断面を模式的に示す図
である。
【図１３】図１３は、実施形態２に係る第２構成画像データの一例を示す図である。
【図１４】図１４は、実施形態２に係るスマートフォンによる表示方法の一例を示す図で
ある。
【図１５】図１５は、実施形態３に係るスマートフォンの正面図の一例である。
【図１６】図１６は、実施形態３に係る図１５のIII－III線における断面を示す模式図で
ある。
【図１７】図１７は、実施形態３に係るスマートフォンの正面図の他の例である。
【図１８】図１８は、実施形態３に係る表示制御テーブルの構成例を示す図である。
【図１９】図１９は、実施形態３に係るスマートフォンによる表示方法の一例を示す図で
ある。
【図２０】図２０は、実施形態３に係るスマートフォンによる表示方法の一例を示す図で
ある。
【図２１】図２１は、実施形態３に係るスマートフォンにより実行される処理の一例を示
すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本出願に係る複数の実施形態を、図面を参照しつつ詳細に説明する。以下では、本出願
に係る携帯電子機器の一例として、スマートフォンを取り上げて説明する。以下の説明に
おいて、同様の構成要素について同一の符号を付すことがある。さらに、重複する説明は
省略することがある。また、実施形態に係るスマートフォンに密接に関連しない事項は図
示を省略することがある。
【００１０】
（実施形態１）
　図１を参照しながら、実施形態に係るスマートフォン１の外観構成の一例について説明
する。図１は、実施形態１に係るスマートフォンの正面図の一例である。なお、スマート
フォンの正面は、スマートフォン１を利用するユーザと対面する、あるいはユーザに接す
る面であり、以下の説明おいて「正面」及び「表示面」と記載する場合がある。以下の説
明において、「正面」とは逆側の面を「背面」と記載する場合がある。
【００１１】
　図１に示すように、スマートフォン１は、箱型の筐体を有し、筐体の表示面側にフロン
トフェイス２１を有する。フロントフェイス２１は、スマートフォン１の表示面である。
スマートフォン１は、フロントフェイス２１に、第１ディスプレイ２Ａ、第２ディスプレ
イ２Ｂ、及びタッチスクリーン２Ｃを有し、照度センサ４（図示略）、近接センサ５（図
示略）、レシーバ７、カメラ１２、フロントパネル２２、領域２３ａなどを有する。
【００１２】
　第１ディスプレイ２Ａは、フロントフェイス２１の周縁に沿った略長方形状を有する。
第１ディスプレイ２Ａは略長方形状を有するが、正方形又は円形等のどのような形状もと
りうる。図１に示す例において、第１ディスプレイ２Ａは、タッチスクリーン２Ｃと重な
って位置してよい。第１ディスプレイ２Ａとタッチスクリーン２Ｃとが重なって位置する
場合、例えば、第１ディスプレイ２Ａの１ないし複数の辺は、タッチスクリーン２Ｃのい
ずれの辺とも沿っていなくてもよい。
【００１３】
　第２ディスプレイ２Ｂは、第１ディスプレイ２Ａと同様に、フロントフェイス２１の周
縁に沿った略長方形状を有する。第２ディスプレイ２Ｂは略長方形状を有するが、正方形
又は円形等のどのような形状もとりうる。図１に示す例において、第２ディスプレイ２Ｂ
は、第１ディスプレイ２Ａの表示面側（ｚ軸方向）から、第１ディスプレイ２Ａ、フロン
トパネル２２、及び領域２３ａの全てを覆うように重なって位置してよい。図１に示す例
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において、第２ディスプレイ２Ｂは、タッチスクリーン２Ｃと重なって位置してよい。第
２ディスプレイ２Ｂとタッチスクリーン２Ｃとが重なって位置する場合、例えば、第２デ
ィスプレイ２Ｂの１ないし複数の辺は、タッチスクリーン２Ｃのいずれの辺とも沿ってい
なくてもよい。
【００１４】
　タッチスクリーン２Ｃは、第１ディスプレイ２Ａと重なって位置するものと、第２ディ
スプレイ２Ｂに重なって位置するものに物理的に一体化されていてもよいし、分かれてい
てもよい。図１に示す例において、タッチスクリーン２Ｃは、第１ディスプレイ２Ａの長
辺（座標軸のｙ軸方向）に沿うとともに、第１ディスプレイ２Ａの短辺（座標軸のｘ軸方
向）に沿ってよい。図１に示す例において、タッチスクリーン２Ｃは、第２ディスプレイ
２Ｂの長辺（座標軸のｙ軸方向）に沿うとともに、第２ディスプレイ２Ｂの短辺（座標軸
のｘ軸方向）に沿ってよい。
【００１５】
　領域２３ａは、第２ディスプレイ２Ｂにより画像等の表示が行われる表示領域、並びに
タッチスクリーン２Ｃによりユーザの操作が検出される操作領域として利用される。操作
領域として利用される領域２３ａは、操作部の一例である。
【００１６】
　図２は、実施形態１に係る図１のＩ－Ｉ線における断面を模式的に示す図である。図２
に示すように、領域２３ａは、スマートフォン１の表示面からＺ軸のプラス方向に向かっ
て、カバーガラス２５、タッチスクリーン２Ｃ、第２ディスプレイ２Ｂ、回路基盤２６の
順に積層されて構成される。カバーガラス２５は、フロントフェイス２１の全面を覆う。
カバーガラス２５、タッチスクリーン２Ｃ、第２ディスプレイ２Ｂ、回路基盤２６は、例
えば、光硬化型樹脂、接着剤等によって貼り合わせることにより積層されてよい。
【００１７】
　図３を参照しつつ、複数の実施形態の一例に係るスマートフォン１の機能構成の一例を
説明する。図３は、実施形態１に係るスマートフォンの機能構成の一例を示すブロック図
である。
【００１８】
　図３に示すように、スマートフォン１は、第１ディスプレイ２Ａと、第２ディスプレイ
２Ｂと、タッチスクリーン２Ｃと、各種キー３と、照度センサ４と、近接センサ５と、通
信ユニット６と、レシーバ７と、マイク８と、ストレージ９と、コントローラ１０と、ス
ピーカ１１と、カメラ１２と、カメラ１３と、コネクタ１４と、モーションセンサ１５と
を含む。以下の説明において、スマートフォン１を「自機」と表記する場合がある。
【００１９】
　第１ディスプレイ２Ａは、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ：Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ
　Ｄｉｓｐｌａｙ）、有機ＥＬディスプレイ（ＯＥＬＤ：Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｅｌｅｃｔｒ
ｏ－Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、又は無機ＥＬディスプレイ（ＩＥＬ
Ｄ：Ｉｎｏｒｇａｎｉｃ　Ｅｌｅｃｔｒｏ－Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ　Ｄｉｓｐｌａｙ
）等の表示デバイスを含む。第１ディスプレイ２Ａは、文字、画像、記号、及び図形等の
オブジェクトを画面内に表示する。第１ディスプレイ２Ａが表示するオブジェクトを含む
画面は、ロック画面と呼ばれる画面、ホーム画面と呼ばれる画面、アプリケーションの実
行中に表示されるアプリケーション画面を含む。ホーム画面は、デスクトップ、待受画面
、アイドル画面、標準画面、アプリ一覧画面又はランチャー画面と呼ばれることもある。
第１ディスプレイ２Ａは、バックライトを有する従来型の液晶ディスプレイである場合に
ついて説明する。第１ディスプレイ２Ａは、第１ディスプレイの一例である。
【００２０】
　第２ディスプレイ２Ｂは、高分子により構成されるネットワーク構造体、いわゆるポリ
マーネットワークを液晶層に形成したポリマーネットワーク型液晶（ＰＮＬＣ：Ｐｏｌｙ
ｍｅｒ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）等を利用した表示デバイスを
含む。以下の実施形態では、第２ディスプレイ２Ｂは、ポリマーネットワーク型液晶ディ
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スプレイである場合について説明する。第２ディスプレイ２Ｂは、第２ディスプレイの一
例である。
【００２１】
　第２ディスプレイ２Ｂは、電圧を印加して液晶分子の配列方向を変化させることにより
、入射される光を透過させる透過状態と、入射される光を反射する反射状態とを切り換え
ることができる。第２ディスプレイ２Ｂは、透過状態と反射状態とを適宜切り換えること
により、所定の画像表示を実行できる。第２ディスプレイ２Ｂは、バックライトのような
光源を利用せず、周囲の光を反射させる構成を有するので、周囲の光量に応じた明るさの
画像表示を実現できる。
【００２２】
　図４を用いて、実施形態に係る第２ディスプレイの表示原理を説明する。図４は、実施
形態１に係る第２ディスプレイの表示原理の一例を示す模式図である。図４に示す例では
、第２ディスプレイ２Ｂの結晶構造体を主に図示し、その他の基板、回路、及び配線等の
図示を省略している。
【００２３】
　図４に示すように、第２ディスプレイ２Ｂは、ガラスまたは透明フィルム（例えば有機
素材からなる）の基板３１と液晶層３２とを有する。液晶層３２は、液晶分子３３とポリ
マーネットワーク３４とを有する。
【００２４】
　透過状態Ｍ１は、電圧の印加により、液晶層３２内の液晶分子３３が電界方向Ｅに配列
された状態である。透過状態Ｍ１である場合、外部から入射される光は、液晶層３２で反
射及び散乱されることなく、液晶層３２を通り抜ける。透過状態Ｍ１である場合、第２デ
ィスプレイ２Ｂは透明な状態を呈する。第２ディスプレイ２Ｂの表示領域全体が透過状態
Ｍ１である場合、ユーザは、第２ディスプレイ２Ｂの背後にある第１ディスプレイ２Ａ等
を、透明な状態となっている第２ディスプレイ２Ｂの表示領域全体を通して見ることがで
きる。第２ディスプレイ２Ｂの表示領域の一部が透過状態Ｍ１である場合、ユーザは、第
２ディスプレイ２Ｂの背後にある第１ディスプレイ２Ａの一部を、透明な状態となってい
る第２ディスプレイ２Ｂの表示領域の一部を通して見ることができる。
【００２５】
　反射状態Ｍ２は、電圧が印加されない場合、液晶層３２内部に張り巡らされた３次元網
目状のポリマーネットワーク３４の作用によって、液晶分子３３が不規則に配列される状
態である。反射状態Ｍ２である場合、外部から入射される光は、液晶層３２で反射及び散
乱される。反射状態Ｍ２である場合、第２ディスプレイ２Ｂは白濁状態（不透明な状態）
を呈する。第２ディスプレイ２Ｂの表示領域全体が反射状態Ｍ２である場合、ユーザは、
第２ディスプレイ２Ｂの表示領域全体が白濁している状態を視認できる。第２ディスプレ
イ２Ｂの表示領域の一部が反射状態Ｍ２である場合、ユーザは、第２ディスプレイ２Ｂの
表示領域内の一部が白濁している状態を視認できる。なお、上記では電圧の印加によって
第２ディスプレイ２Ｂが透明な状態になる場合を例示したが、第２ディスプレイ２Ｂは、
電圧が印加されていない状態で透明状態Ｍ１となり、電圧が印加されている状態で反射状
態Ｍ２となる、逆の構成であってもよい。なお以下では、基板３１に電圧が印加された状
態において第２ディスプレイ２Ｂが透過状態Ｍ１となり、基板３１に電圧が印加されてい
ない状態において第２ディスプレイ２Ｂが反射状態Ｍ２となるものとして、説明する。
【００２６】
　スマートフォン１は、第２ディスプレイ２Ｂの表示領域について、透過状態Ｍ１及び反
射状態Ｍ２の切換を実行することにより、第２ディスプレイ２Ｂを用いた画像表示を実現
する。スマートフォン１は、第２ディスプレイ２Ｂを用いた画像表示を実行する際、表示
領域内で透過状態Ｍ１にある箇所と、表示領域内で反射状態Ｍ２にある箇所との間に、ユ
ーザにとって視認容易な階調差が生まれるよう第２ディスプレイ２Ｂの透明度を調整でき
る。スマートフォン１は、ポリマーネットワーク型液晶を用いて第２ディスプレイ２Ｂを
構成することにより、金属メッキ等を利用した電子ペーパを用いて第２ディスプレイ２Ｂ
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を構成するよりも製造コストを低減できる。また、光の振動方向を調整する偏光板、及び
液晶分子３３の配向方向を制御する配向膜が不要であるので、従来の液晶ディスプレイよ
りも厚みを薄くすることができ、デザイン性、設計上の要求に対して柔軟に対応できる。
【００２７】
　タッチスクリーン２Ｃは、タッチスクリーン２Ｃに対する１もしくは複数の指、１もし
くは複数のペン、又は１もしくは複数のスタイラスペン等（以下、「指」と表記する場合
がある）の接触又は近接を検出できる。タッチスクリーン２Ｃは、１もしくは複数の指、
１もしくは複数のペン、又は１もしくは複数のスタイラスペン等がタッチスクリーン２Ｃ
に接触又は近接したときのタッチスクリーン２Ｃ上の位置（以下、「接触位置」と表記す
る場合がある）を検出できる。タッチスクリーン２Ｃは、タッチスクリーン２Ｃに対する
指の接触を、検出位置とともにコントローラ１０に通知できる。タッチスクリーン２Ｃに
対する操作は、タッチスクリーン２Ｃを有するスマートフォン１に対する操作と言い換え
ることができる。タッチスクリーン２Ｃは、以下に説明する領域ａ及び領域ｃに対する接
触又は近接を検出できる。ある実施形態において、タッチスクリーン２Ｃは、検出方式と
して静電容量方式、抵抗膜方式又は荷重検出方式を適宜採用できる。
【００２８】
　コントローラ１０は、タッチスクリーン２Ｃにより検出された接触の数、接触が検出さ
れた位置、接触が検出された位置の変化、接触が検出された時間的長さ、接触が検出され
た時間的間隔、及び接触が検出された回数の少なくとも１つに基づいて、ジェスチャの種
別を判別できる。コントローラ１０が行える動作を、コントローラ１０を有するスマート
フォン１は実行できる。言い換えると、コントローラ１０が行う動作は、スマートフォン
１が行ってもよい。ジェスチャは、指を用いて、タッチスクリーン２Ｃに対して行われる
操作である。タッチスクリーン２Ｃに対して行われる操作は、タッチスクリーン２Ｃと重
畳された第１ディスプレイ２Ａに重なって位置する第２ディスプレイ２Ｂに行われてもよ
い。コントローラ１０が、タッチスクリーン２Ｃを介して判別するジェスチャには、例え
ば、タッチ、ロングタッチ、リリース、スワイプ、タップ、ダブルタップ、ロングタップ
、ドラッグ、フリック、ピンチイン、及びピンチアウトが含まれるが、これらに限定され
ない。
【００２９】
　各種キー３は、ユーザからの操作入力を受け付ける。各種キー３は、ユーザからの操作
入力を受け付けると、コントローラ１０に操作入力を受け付けた旨を通知する。各種キー
３は、以下に説明する仮想的なキー、或いは操作キー、電源キー、画面ロックキー、音量
調整キーなどの物理的なキーの総称である。
【００３０】
　照度センサ４は、照度を検出できる。照度は、照度センサ４の測定面の単位面積に入射
する光束の値である。照度センサ４は、例えば、第１ディスプレイ２Ａの輝度の調整に用
いてもよい。
【００３１】
　近接センサ５は、近隣の物体の存在を非接触で検出できる。近接センサ５は、磁界の変
化又は超音波の反射波の帰還時間の変化等に基づいて物体の存在を検出する。近接センサ
５は、例えば、第１ディスプレイ２Ａ（或いはフロントフェイス２１）にユーザの顔が接
近したことを検出するのに用いてもよい。照度センサ４及び近接センサ５は、１つのセン
サとして構成されていてもよい。照度センサ４は、近接センサとして用いられてもよい。
【００３２】
　通信ユニット６は、無線により通信できる。通信ユニット６は、無線通信規格をサポー
トする。通信ユニット６によってサポートされる無線通信規格には、例えば、２Ｇ、３Ｇ
、４Ｇ等のセルラーフォンの通信規格と、近距離無線の通信規格とが含まれる。セルラー
フォンの通信規格としては、例えば、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ
）、Ｗ－ＣＤＭＡ（Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ
　Ａｃｃｅｓｓ）、ＷｉＭＡＸ（登録商標）（Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒ
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ａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＣＤＭＡ２０００、Ｐ
ＤＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｅｌｌｕｌａｒ）、ＧＳＭ（登録商標）（
Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）
、ＰＨＳ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｈａｎｄｙ－ｐｈｏｎｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）等がある。近距
離無線の通信規格としては、例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１（ＩＥＥＥは、Ｔｈｅ　Ｉｎ
ｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｅｎ
ｇｉｎｅｅｒｓ，　Ｉｎｃ．の略称である）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＩｒＤ
Ａ（Ｉｎｆｒａｒｅｄ　Ｄａｔａ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）、ＮＦＣ（Ｎｅａｒ　Ｆｉ
ｅｌｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）、ＷＰＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｐｅｒｓｏｎａ
ｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）等が含まれる。ＷＰＡＮの通信規格には、例えば、Ｚｉ
ｇＢｅｅ（登録商標）、ＤＥＣＴ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｃｏｒｄｌｅｓ
ｓ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）、Ｚ－Ｗａｖｅ、ＷｉＳｕｎ（Ｗｉｒｅｌ
ｅｓｓ　Ｓｍａｒｔ　Ｕｔｉｌｉｔｙ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）が含まれる。通信ユニット６は
、上述した通信規格の１つ又は複数をサポートしていてもよい。
【００３３】
　レシーバ７は、コントローラ１０から送信される音信号を音として出力できる。レシー
バ７は、例えば、スマートフォン１にて再生される動画の音、音楽の音、及び通話時の相
手の声を出力できる。マイク８は、ユーザの声等を音信号へ変換してコントローラ１０へ
送信する。
【００３４】
　ストレージ９は、プログラム及びデータを記憶できる。ストレージ９は、コントローラ
１０の処理結果を一時的に記憶する作業領域として利用してもよい。ストレージ９は、半
導体記憶媒体、及び磁気記憶媒体等の任意の非一過的（ｎｏｎ－ｔｒａｎｓｉｔｏｒｙ）
な記憶媒体を含んでよい。ストレージ９は、複数の種類の記憶媒体を含んでよい。ストレ
ージ９は、メモリカード、光ディスク、又は光磁気ディスク等の記憶媒体と、記憶媒体の
読み取り装置との組み合わせを含んでよい。ストレージ９は、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａ
ｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）等の一時的な記憶領域として利用される記憶デバイスを含ん
でよい。
【００３５】
　ストレージ９に記憶されるプログラムには、フォアグランド又はバックグランドで実行
されるアプリケーションと、アプリケーションの動作を支援する基本プログラムとが含ま
れる。アプリケーションの画面は、例えば、フォアグランドで実行される場合に、ディス
プレイ２Ａに表示される。基本プログラムには、例えば、ＯＳ（Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｓ
ｙｓｔｅｍ）が含まれる。アプリケーション及び基本プログラムは、通信ユニット６によ
る無線通信又は非一過的な記憶媒体を介してストレージ９にインストールされてもよい。
【００３６】
　ストレージ９は、制御プログラム９Ａ、表示制御テーブル９Ｂ及び設定データ９Ｚなど
を記憶できる。
【００３７】
　制御プログラム９Ａは、スマートフォン１の各種動作に関する処理を実現するための機
能をそれぞれ提供できる。制御プログラム９Ａが提供する機能は、照度センサ４の検出結
果に基づいて、第１ディスプレイ２Ａの輝度を調整する機能を含む。制御プログラム９Ａ
が提供する機能は、近接センサ５の検出結果に基づいて、タッチスクリーン２Ｃに対する
操作を無効とする機能を含む。制御プログラム９Ａが提供する機能は、通信ユニット６、
レシーバ７、及びマイク８等を制御することによって、通話を実現させる機能を含む。制
御プログラム９Ａが提供する機能は、カメラ１２、及びカメラ１３の撮影処理を制御する
機能を含む。制御プログラム９Ａが提供する機能は、コネクタ１４を介して接続される外
部機器との間の通信を制御する機能を含む。制御プログラム９Ａが提供する機能は、タッ
チスクリーン２Ｃの検出結果に基づいて判別したジェスチャに応じて、第１ディスプレイ
２Ａに表示されている情報を変更する等の各種制御を行う機能を含む。制御プログラム９
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Ａが提供する機能は、モーションセンサ１５の検出結果に基づいて、スマートフォン１を
携帯するユーザの移動、停止等を検出する機能を含む。
【００３８】
　制御プログラム９Ａが提供する機能は、スマートフォン１が、第１ディスプレイ２Ａが
表示状態である場合、第２ディスプレイ２Ｂに第１画像を表示させ、第１ディスプレイ２
Ａが非表示状態である場合、第２ディスプレイ２Ｂに第２画像を表示させる処理を実行す
るための機能を提供できる。第１画像は、後述する第１画像構成データにより決定される
。第２画像は、後述する第２画像構成データにより決定される。
【００３９】
　表示制御テーブル９Ｂは、スマートフォン１が、制御プログラム９Ａが提供する機能に
よる処理を実行する際に参照される。図５は、実施形態１に係る表示制御テーブルの一例
を示す図である。表示制御テーブル９Ｂには、第１ディスプレイ２Ａの状態に対応付けて
、第２ディスプレイ２Ｂに表示させる画像の情報が設定される。図５に示す例では、第１
ディスプレイ２Ａが表示状態である場合、第２ディスプレイ２Ｂに第１画像を表示させる
ことが設定され、第１ディスプレイ２Ａが非表示状態である場合、第２ディスプレイ２Ｂ
に第２画像を表示させることが設定されている。
【００４０】
　設定データ９Ｚは、スマートフォン１における処理に用いられる各種データを含んで構
成される。設定データ９Ｚは、第１画像構成データ及び第２画像構成データを含む。
【００４１】
　図６は、実施形態１に係る第１画像構成データの一例を示す図である。図６に示すよう
に、第１画像構成データは、複数のキーシンボルに対して、キーシンボルの表示位置、キ
ーシンボルの表示サイズ、キーシンボルのデザインである表示パターンを対応付けて構成
される。キーシンボルは、第１ディスプレイ２Ａに表示される画像などの操作に用いる機
能が割り当てられる仮想的なキーを、領域２３ａに表示させる際に使用するマークである
。表示位置は、領域２３ａにおける位置を特定する２次元の座標値（ｘ，ｙ）を記憶する
。図６に示す例では、第１画像構成データは、リターンキーシンボル、ホームキーシンボ
ル、及びタスクキーシンボルの３つのキーシンボルを記憶する。以下の説明において、リ
ターンキー、ホームキー、及びタスクキーをまとめてナビゲーションキーと言い換える場
合がある。
【００４２】
　図７は、実施形態１に係る第２画像構成データの一例を示す図である。図７に示すよう
に、第２画像構成データは、画像の構成要素に対して、構成要素の表示の有無を示す情報
（ＯＮ／ＯＦＦ）、構成要素の表示位置、構成要素の表示サイズ、構成要素のデザインで
ある表示パターン等を対応付けて構成される。画像の構成要素は、例えば、情報及びアプ
リ画像を含む。情報は、図７に示すように、時計、天気、気温、降水確率、電池残量など
の情報を含む。アプリ画像は、図７に示すように、電話、メール、カメラ、フラッシュ、
音楽プレイヤ、ＳＮＳ（Ｓｏｃｉａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）などを示す画
像を含む。図７に示す例では、第２画像として、時計、天気、気温及び電池残量の情報と
、電話、メール、カメラ、フラッシュ及び音楽プレイヤのアプリ画像とを表示するように
設定されている。
【００４３】
　コントローラ１０は、スマートフォン１の動作を統括的に制御して各種の機能を実現で
きる。コントローラ１０は、演算処理装置を含む。演算処理装置は、例えば、ＣＰＵ（Ｃ
ｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、ＳｏＣ（Ｓｙｓｔｅｍ－ｏｎ－ａ－
Ｃｈｉｐ）、ＭＣＵ（Ｍｉｃｒｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｕｎｉｔ）、ＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ
－Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）、およびコプロセッサを含んでも
よいが、これらに限定されない。ＳｏＣは、通信ユニット６等の他の構成要素が統合され
ていてもよい。コントローラ１０は、コントローラの一例である。
【００４４】
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　具体的には、コントローラ１０は、ストレージ９に記憶されているデータを必要に応じ
て参照しつつ、ストレージ９に記憶されているプログラムに含まれる命令を実行する。コ
ントローラ１０は、データ及び命令に応じて機能部を制御し、それによって各種機能を実
現する。機能部は、例えば、第１ディスプレイ２Ａ、第２ディスプレイ２Ｂ、通信ユニッ
ト６、マイク８、及びスピーカ１１の少なくとも１つを含むが、これらに限定されない。
コントローラ１０は、検出部の検出結果に応じて、制御を変更することがある。検出部は
、例えば、タッチスクリーン２Ｃ、各種キー３、照度センサ４、近接センサ５、マイク８
、カメラ１２、カメラ１３、モーションセンサ１５を含むが、これらに限定されない。
【００４５】
　コントローラ１０は、制御プログラム９Ａを実行することにより、第１ディスプレイ２
Ａが表示状態である場合、第２ディスプレイ２Ｂの表示領域のうち領域２３ａに対応する
表示領域に第１画像を表示させ、第１ディスプレイ２Ａが非表示状態である場合、第２デ
ィスプレイ２Ｂの表示領域のうち領域２３ａに対応する表示領域に第２画像を表示させる
処理を実現する。
【００４６】
　スピーカ１１は、コントローラ１０から送信される音信号を音として出力できる。スピ
ーカ１１は、例えば、着信音及び音楽を出力してもよい。レシーバ７及びスピーカ１１の
一方が、他方の機能を兼ねてもよい。
【００４７】
　カメラ１２及びカメラ１３は、撮影した画像を電気信号へ変換できる。カメラ１２は、
第１ディスプレイ２Ａに面している物体を撮影するインカメラでもよい。カメラ１３は、
第１ディスプレイ２Ａの反対側の面に面している物体を撮影するアウトカメラでもよい。
カメラ１２及びカメラ１３は、インカメラ及びアウトカメラを切り換えて利用可能なカメ
ラユニットとして、機能的及び物理的に統合された状態でスマートフォン１に実装されて
もよい。
【００４８】
　コネクタ１４は、他の装置が接続される端子である。コネクタ１４は、ＵＳＢ（Ｕｎｉ
ｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）、ＨＤＭＩ（登録商標）（Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎ
ｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）、ライトピーク（サンダーボ
ルト（登録商標））、イヤホンマイクコネクタのような汎用的な端子であってもよい。コ
ネクタ１４は、Ｄｏｃｋコネクタのような専用の端子でもよい。コネクタ１４に接続され
る装置は、例えば、外部ストレージ、スピーカ、及び通信装置を含むが、これらに限定さ
れない。
【００４９】
　モーションセンサ１５は、スマートフォン１を携帯するユーザの動作を判定するための
各種情報を検出できる。モーションセンサ１５は、加速度センサ、方位センサ、ジャイロ
センサ、磁気センサ及び気圧センサなどを備えるセンサユニットとして構成されてよい。
【００５０】
　スマートフォン１は、上記の各機能部の他、ＧＰＳ受信機、及びバイブレータを備えて
もよい。ＧＰＳ受信機は、ＧＰＳ衛星からの所定の周波数帯の電波信号を受信する。ＧＰ
Ｓ受信機は、受信した電波信号の復調処理を行って、処理後の信号をコントローラ１０に
送出する。ＧＰＳ受信機は、スマートフォン１の現在位置の演算処理をサポートする。ス
マートフォン１は、ＧＰＳ衛星以外の測位用人工衛星の信号を受信可能な受信機を備え、
現在位置の演算処理を実行してもよい。バイブレータは、スマートフォン１の一部又は全
体を振動させる。バイブレータは、振動を発生させるために、例えば、圧電素子、又は偏
心モータなどを有する。ＧＰＳ受信機、及びバイブレータの他、スマートフォン１は、バ
ッテリなどのように、スマートフォン１の機能を維持するために当然に用いられる機能部
、及びスマートフォン１の制御を実現するために当然に用いられる制御部を実装する。
【００５１】
　スマートフォン１は、通信ユニット６を介してクラウド上の記憶サーバにアクセスし、
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各種プログラム及びデータを取得してもよい。
【００５２】
　図８及び図９を用いて、実施形態に係るスマートフォン１による表示方法について説明
する。図８及び図９は、実施形態１に係るスマートフォンによる表示方法の一例を示す図
である。
【００５３】
　図８のＰ１に示すように、スマートフォン１は、第１ディスプレイ２Ａが表示状態であ
る場合、第２ディスプレイ２Ｂの表示領域のうち領域２３ａに対応する表示領域に第１画
像Ｇ１を表示させる。このとき、スマートフォン１は、第２ディスプレイ２Ｂの表示領域
のうち、第１ディスプレイ２Ａと重なる表示領域を透過状態に切り換える。スマートフォ
ン１は、例えば、第１ディスプレイ２Ａにホーム画面５０が表示されている場合、ホーム
画面５０に関連する第１画像Ｇ１を第２ディスプレイ２Ｂに表示させる。図８のＰ１に示
す例では、第１画像Ｇ１は、ナビゲーションキーを構成するリターンキーシンボルＳ１、
ホームキーシンボルＳ２、及びタスクキーシンボルＳ３を含む。
【００５４】
　一方、図８のＰ２に示すように、スマートフォン１は、第１ディスプレイ２Ａが非表示
状態（点灯していない状態）である場合、第２ディスプレイ２Ｂの表示領域のうち領域２
３ａに対応する表示領域に第２画像Ｇ２を表示させる。このとき、スマートフォン１は、
第２ディスプレイ２Ｂの表示領域のうち、第１ディスプレイ２Ａと重なる表示領域を透過
状態に切り換えてもよいし、第２画像Ｇ２とは異なる画像を表示させてもよい。図９に示
すように、第２画像Ｇ２は、時計、天気、気温及び電池残量の情報と、電話、メール、カ
メラ、フラッシュ及び音楽プレイヤのアプリ画像とで構成される。
【００５５】
　スマートフォン１は、第１ディスプレイ２Ａの表示状態に応じて、図８のＰ１に示す表
示方法による表示から図８のＰ２に示す表示方法による表示への切換、及び図８のＰ２に
示す表示方法による表示から図８のＰ１に示す表示方法による表示への切換を自動的に実
行できる。
【００５６】
　図１０を用いて、スマートフォン１により実行される処理の流れの一例を説明する。図
１０は、実施形態１に係るスマートフォンにより実行される処理の一例を示すフローチャ
ートである。図１０に示す処理は、コントローラ１０が制御プログラム９Ａを実行するこ
とにより実現される。図１０に示す処理は、スマートフォン１が動作可能な状態であれば
、給電を一部制御するモード、いわゆる省電力モードのときにも、繰り返し実行される。
【００５７】
　図１０に示すように、コントローラ１０は、第１ディスプレイ２Ａが表示状態であるか
を判定する（ステップＳ１０１）。
【００５８】
　コントローラ１０は、判定の結果、第１ディスプレイ２Ａが表示状態である場合（ステ
ップＳ１０１，Ｙｅｓ）、第２ディスプレイ２Ｂに第１画像を表示して（ステップＳ１０
２）、上記ステップＳ１０１の判定に戻る。
【００５９】
　一方、コントローラ１０は、判定の結果、第１ディスプレイ２Ａが表示状態ではない場
合（ステップＳ１０１，Ｎｏ）、第２ディスプレイ２Ｂに第２画像を表示して（ステップ
Ｓ１０３）、上記ステップＳ１０１の判定に戻る。
【００６０】
　上述してきたように、スマートフォン１は、第１ディスプレイ２Ａが表示状態である場
合、第２ディスプレイ２Ｂの表示領域のうち領域２３ａに対応する表示領域に、第１ディ
スプレイ２Ａに表示される画像等に関連性のあるキーシンボルで構成された第１画像Ｇ１
を表示させる。一方で、スマートフォン１は、第１ディスプレイ２Ａが表示状態ではない
場合（非表示状態である場合）、第２ディスプレイ２Ｂの表示領域のうち領域２３ａに対
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応する表示領域に、情報及びアプリ画像で構成された第２画像Ｇ２を表示させる。このよ
うに、実施形態によれば、第１ディスプレイ２Ａの表示状況に合わせて、第２ディスプレ
イ２Ｂを補助的に活用することにより、スマートフォン１の利便性を向上できる。また、
第２ディスプレイ２Ｂを活用することにより、液晶ディスプレイにより全ての表示を実行
するよりも、消費電力を低減させることもできる。
【００６１】
　上記の実施形態において、スマートフォン１は、第１画像Ｇ１として表示された仮想的
なキーであるナビゲーションキーに対する操作が検出されると、操作されたナビゲーショ
ンキーに対応する処理を実行することができる。このように、スマートフォン１は、仮想
的に構成されるナビゲーションキーを介して、操作入力を受け付けることができる。また
、スマートフォン１は、第２画像Ｇ２に含まれるアプリ画像に対する操作が検出されると
、アプリ画像に対応するアプリケーションの処理を実行することができる。このように、
スマートフォン１は、例えば、スリープ状態であっても、第２画像Ｇ２を介して所定の情
報をユーザに提供でき、第２画像Ｇ２を介して所望のアプリケーションへのクイックアク
セス環境もユーザに提供できる。
【００６２】
　上記の実施形態において、第２ディスプレイ２Ｂは、第１ディスプレイ２Ａ、フロント
パネル２２、及び領域２３ａの全てを覆うように重なって位置しなくてもよい。例えば、
第２ディスプレイ２Ｂは、少なくとも、領域２３ａを覆うことができる大きさで実装され
てもよい。
【００６３】
（実施形態２）
　以下、スマートフォン１が、第１ディスプレイ２Ａの表示領域外に物理的に構成される
キーを実装する場合の実施形態を説明する。実施形態２に係るスマートフォン１は、以下
に説明する点が実施形態１とは異なる。
【００６４】
　図１１は、実施形態２に係るスマートフォンの正面図の一例である。図１１に示すよう
に、スマートフォン１は、フロントフェイス２１の領域２３ｂに、物理的に構成された操
作キー２７ａを備える。操作キー２７ａは、第１ディスプレイ２Ａと重ならない位置に、
ｙ軸方向に沿って、第１ディスプレイ２Ａに隣接して設けられる。操作キー２７ａは、例
えば、相互に独立した３つのキーが連結された状態で構成される。第２ディスプレイ２Ｂ
は、第１ディスプレイ２Ａ、フロントパネル２２、及び操作キー２７ａの全てを覆うよう
に重なって位置してよい。領域２３ｂは、操作部の一例である。
【００６５】
　図１２は、実施形態２に係る図１１のII－II線における断面を模式的に示す図である。
図１２に示すように、領域２３ｂは、スマートフォン１の表示面からＺ軸のプラス方向に
向かって、カバーガラス２５、第２ディスプレイ２Ｂ、操作キー２７ａ、回路基盤２６の
順に積層されて構成される。カバーガラス２５、第２ディスプレイ２Ｂ、操作キー２７ａ
、回路基盤２６は、例えば、光硬化型樹脂、接着剤等によって貼り合わせることにより積
層されてよい。領域２３ｂには、タッチスクリーン２Ｃが介挿されないので、スマートフ
ォン１は、カバーガラス２５及び第２ディスプレイ２Ｂの上から、操作キー２７ａに対す
るユーザの操作を直接受け付ける。
【００６６】
　図１３は、実施形態２に係る第２構成画像データの一例を示す図である。図１３に示す
ように、第２画像構成データは、画像の構成要素として、時計、天気、気温、降水確率、
電池残量などの情報を含む。
【００６７】
　図１４は、実施形態２に係るスマートフォンによる表示方法の一例を示す図である。図
１４のＰ３に示すように、スマートフォン１は、第１ディスプレイ２Ａが表示状態である
場合、第２ディスプレイ２Ｂの表示領域のうち領域２３ｂに対応する表示領域に第１画像
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Ｇ１を表示させる。このとき、スマートフォン１は、リターンキーシンボルＳ１、ホーム
キーシンボルＳ２、及びタスクキーシンボルＳ３が操作キー２７ａの各キーの真上に表示
されるように、第１画像Ｇ１を表示する。スマートフォン１は、第２ディスプレイ２Ｂの
表示領域のうち、第１ディスプレイ２Ａと重なる表示領域を透過状態に切り換えてもよい
。
【００６８】
　一方、図１４のＰ４に示すように、スマートフォン１は、第１ディスプレイ２Ａが非表
示状態（点灯していない状態）である場合、第２ディスプレイ２Ｂの表示領域のうち領域
２３ｂに対応する表示領域に第２画像Ｇ２を表示させる。このとき、領域２３ｂに表示さ
れる第２画像Ｇ２は、時計、天気、気温、降水確率及び電池残量の情報で構成される。ス
マートフォン１は、第２ディスプレイ２Ｂの表示領域のうち、第１ディスプレイ２Ａと重
なる表示領域を透過状態に切り換えてもよいし、第２画像Ｇ２とは異なる画像を表示させ
てもよい。
【００６９】
　実施形態２によれば、第１ディスプレイ２Ａが表示状態である場合、第１ディスプレイ
２Ａに表示される画像などの操作に用いるナビゲーションキーに含まれる各機能に対応し
たキーシンボルを、第２ディスプレイ２Ｂを用いて操作キー２７ａに表示させることがで
きるので、キーシンボルが初めから刻印されている操作キーと同様の利用環境を提供でき
る。また、実施形態２によれば、第１ディスプレイ２Ａが非表示状態である場合、第２デ
ィスプレイ２Ｂの表示領域のうち領域２３ａに対応する表示領域に、種々の情報を含む第
２画像Ｇ２を表示させることができるので、第１ディスプレイ２Ａが表示されていなくて
も、第２ディスプレイ２Ｂを介してユーザに情報を提供できる。このようにして、実施形
態２によれば、スマートフォン１の利便性を向上できる。
【００７０】
　スマートフォン１は、第１ディスプレイ２Ａの表示状態に応じて、図１４のＰ３に示す
表示方法により表示から図１４のＰ４に示す表示方法による表示への切換、及び図１４の
Ｐ４に示す表示方法により表示から図１４のＰ３に示す表示方法による表示への切換を自
動的に実行できる。
【００７１】
（実施形態３）
　以下、スマートフォン１が仮想的なナビゲーションキー、若しくは物理的なナビゲーシ
ョンキーを初めから実装している場合について説明する。
【００７２】
　図１５は、実施形態３に係るスマートフォンの正面図の一例である。図１５に示す例に
おいて、スマートフォン１は、第１ディスプレイ２Ａに表示されるホーム画面５０などの
操作を行う仮想的なナビゲーションキー２８が表示される領域２３ｃを備える。図１６は
、実施形態３に係る図１５のIII－III線における断面を示す模式図である。図１６に示す
ように、領域２３ｃは、スマートフォン１の表示面からＺ軸のプラス方向に向かって、例
えば、カバーガラス２５、タッチスクリーン２Ｃ、第２ディスプレイ２Ｂ、第１ディスプ
レイ２Ａ、回路基盤２６の順に積層されて構成される。領域２３ｃは、操作部の一例であ
る。
【００７３】
　図１７は、実施形態３に係るスマートフォンの正面図の他の例である。図１７に示す例
において、スマートフォン１は、スマートフォン１は、フロントフェイス２１の領域２３
ｄに、物理的に構成された操作キー２７ｂを備える。操作キー２７ｂには、第１ディスプ
レイ２Ａに表示されるホーム画面５０などの操作に用いるナビゲーションキーを構成する
キーシンボルが刻印されている。領域２３ｄは、図１２に示す領域２３ｂと同様の積層構
造を有する。領域２３ｄは、操作部の一例である。
【００７４】
　図１８は、実施形態３に係る表示制御テーブルの構成例を示す図である。図１８に示す
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表示制御テーブル９Ｂは、第１ディスプレイ２Ａが表示状態である場合の設定値が他の実
施形態とは異なる。すなわち、図１８に示す例では、第１ディスプレイ２Ａが表示状態で
ある場合、第２ディスプレイ２Ｂを透過状態に切り換えることが設定され、第１ディスプ
レイ２Ａが非表示状態である場合、第２ディスプレイ２Ｂに第２画像を表示させることが
設定されている。
【００７５】
　図１９及び図２０は、実施形態３に係るスマートフォンによる表示方法の一例を示す図
である。図１９及び図２０に示す表示方法は、図１８に示す表示制御テーブルに従って実
行される。
【００７６】
　図１９を用いて、スマートフォン１が仮想的なナビゲーションキーを実装する場合の表
示方法を説明する。図１９のＰ５に示すように、スマートフォン１は、第１ディスプレイ
２Ａが表示状態である場合、第２ディスプレイ２Ｂを透過状態に切り換える。第２ディス
プレイ２Ｂが、第１ディスプレイ２Ａの全面を覆うようにして設けられる場合、スマート
フォン１は、第２ディスプレイ２Ｂの表示領域全体を透過状態に切り換える。これにより
、ユーザは、領域２３ｃを介して、第２ディスプレイ２Ｂの背面にあるナビゲーションキ
ー２８を見通しつつ操作することができる。
【００７７】
　一方、図１９のＰ６に示すように、スマートフォン１は、第１ディスプレイ２Ａが非表
示状態である場合、第２ディスプレイ２Ｂの表示領域のうち領域２３ｃに対応する表示領
域に第２画像Ｇ２を表示させる。このとき、スマートフォン１は、第２ディスプレイ２Ｂ
の表示領域のうち、第１ディスプレイ２Ａと重なる表示領域を透過状態に切り換えてもよ
いし、第２画像Ｇ２とは異なる画像を表示させてもよい。図１９のＰ６に示すように、第
２画像Ｇ２は、時計、天気、気温及び電池残量の情報と、電話、メール、カメラ、フラッ
シュ及び音楽プレイヤのアプリ画像とで構成される。
【００７８】
　スマートフォン１は、第１ディスプレイ２Ａの表示状態に応じて、図１９のＰ５に示す
表示方法による表示から図１９のＰ６に示す表示方法による表示への切換、及び図１９の
Ｐ６に示す表示方法による表示から図１９のＰ５に示す表示方法による表示への切換を自
動的に実行できる。
【００７９】
　図２０を用いて、スマートフォン１がナビゲーションキーに対応するキーシンボルが刻
印された操作キー２７ｂを実装する場合の表示方法を説明する。図２０のＰ７に示すよう
に、スマートフォン１は、第１ディスプレイ２Ａが表示状態である場合、第２ディスプレ
イ２Ｂを透過状態に切り換える。第２ディスプレイ２Ｂが、第１ディスプレイ２Ａの全面
を覆うようにして設けられる場合、スマートフォン１は、第２ディスプレイ２Ｂの表示領
域全体を透過状態に切り換える。これにより、ユーザは、領域２３ｄを介して、第１ディ
スプレイ２Ｂの背面にある操作キー２７ｂを見通しつつ操作することができる。領域２３
ｄには、図１２に示す場合と同様に、タッチスクリーン２Ｃが介挿されないので、スマー
トフォン１は、カバーガラス２５及び第２ディスプレイ２Ｂの上から、操作キー２７ｂに
対するユーザの操作を直接受け付ける。
【００８０】
　一方、図２０のＰ８に示すように、第１ディスプレイ２Ａが非表示状態（点灯していな
い状態）である場合、第２ディスプレイ２Ｂの表示領域のうち領域２３ｄに対応する表示
領域に第２画像Ｇ２を表示させる。このとき、領域２３ｄに表示される第２画像Ｇ２は、
時計、天気、気温、降水確率及び電池残量の情報で構成される。スマートフォン１は、第
２ディスプレイ２Ｂの表示領域のうち、第１ディスプレイ２Ａと重なる表示領域を透過状
態に切り換えてもよいし、第２画像Ｇ２とは異なる画像を表示させてもよい。
【００８１】
　スマートフォン１は、第１ディスプレイ２Ａの表示状態に応じて、図２０のＰ７に示す
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表示方法による表示から図２０のＰ８に示す表示方法による表示への切換、及び図２０の
Ｐ８に示す表示方法による表示から図２０のＰ７に示す表示方法による表示への切換を自
動的に実行できる。
【００８２】
　図２１を用いて、スマートフォン１により実行される処理の流れの一例を説明する。図
２１は、実施形態３に係るスマートフォンにより実行される処理の一例を示すフローチャ
ートである。図２１に示す処理は、コントローラ１０が制御プログラム９Ａを実行するこ
とにより実現される。図２１に示す処理は、スマートフォン１が動作可能な状態であれば
、給電を一部制御するモード、いわゆる省電力モードのときにも、繰り返し実行される。
図２１に示す処理は、ステップＳ２０２の処理手順が図１０に示す処理とは異なる。
【００８３】
　図２１に示すように、コントローラ１０は、第１ディスプレイ２Ａが表示状態であるか
を判定する（ステップＳ２０１）。
【００８４】
　コントローラ１０は、判定の結果、第１ディスプレイ２Ａが表示状態である場合（ステ
ップＳ２０１，Ｙｅｓ）、第２ディスプレイ２Ｂを透過状態に切り換えて（ステップＳ２
０２）、上記ステップＳ２０１の判定に戻る。
【００８５】
　一方、コントローラ１０は、判定の結果、第１ディスプレイ２Ａが表示状態ではない場
合（ステップＳ２０１，Ｎｏ）、第２ディスプレイ２Ｂに第２画像を表示して（ステップ
Ｓ２０３）、上記ステップＳ２０１の判定に戻る。
【００８６】
　実施形態３によれば、上記の実施形態と同様に、スマートフォン１が仮想的なナビゲー
ションキー、若しくは物理的なナビゲーションキーを初めから実装している場合について
も、スマートフォン１の利便性を向上できる。
【００８７】
　添付の請求項に係る技術を完全かつ明瞭に開示するために特徴的な実施形態に関し記載
してきた。しかし、添付の請求項は、上記の実施形態に限定されるべきものでなく、本明
細書に示した基礎的事項の範囲内で当該技術分野の当業者が創作しうるすべての変形例及
び代替可能な構成により具現化されるべきである。
【００８８】
　上記の実施形態では、第２ディスプレイ２Ｂがポリマーネットワーク型液晶ディスプレ
イである場合について説明してきたがこれに限定されず、第２ディスプレイ２Ｂが電子ペ
ーパであってもよい。
【符号の説明】
【００８９】
１　スマートフォン
２Ａ　第１ディスプレイ
２Ｂ　第２ディスプレイ
２Ｃ　タッチスクリーン
３　各種キー
４　照度センサ
５　近接センサ
６　通信ユニット
７　レシーバ
８　マイク
９　ストレージ
９Ａ　制御プログラム
９Ｚ　設定データ
１０　コントローラ
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１１　スピーカ
１２　カメラ
１３　カメラ
１４　コネクタ
１５　モーションセンサ

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】
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【図９】 【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】
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【図１４】 【図１５】

【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】
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